
杭基礎の採用

防災センター

次の「100年」に向けたアライの挑戦

History

※使用している写真はイメージパースです。

当
社
の
歩
み

（2021年）

ア
ラ
イ
プ
ロ
バ
ン
ス
浦
安
竣
工
。

令和 3年

ア
ラ
イ
プ
ロ
バ
ン
ス
葛
西
A
棟
着
工
。

（2022年）
令和 4年

（2020年）

総
合
不
動
産
会
社「
ア
ラ
イ
プ
ロ
バ
ン
ス
」に
社
名
変
更
。

新
井
科
学
技
術
振
興
財
団
、新
井
財
団
へ
名
称
及
び
定
款
変
更
。

令和 2年 平成 28年
（2016年）

製
造
事
業
撤
退
。

平成 24年
（2012年）

新
井
科
学
技
術
振
興
財
団
公
益
財
団
法
人
認
定
。

平成 17年
（2005年）JA

M
ST
E
C

地
球
深
部
探
査
船

「
ち
き
ゅ
う
」ド
リ
ル
パ
イ
プ
製
造
。

昭和 60年
（1985年）

財
団
法
人
新
井
科
学
技
術
振
興
財
団
設
立
。

昭和 58年
（1983年）

九
州
若
松
工
場
建
設
。

昭和 57年
（1982年）

浦
安
工
場
建
設
。

昭和 56年
（1981年）

新
覚
株
式
会
社
設
立
。

新
本
社
ビ
ル（
二
代
目
）建
設
。

昭和 54年
（1979年）

川
崎
工
場
建
設
。

昭和 51年
（1976年）

九
州
新
井
株
式
会
社
設
立
。

（
新
日
本
製
鉄
株
会
社
と
の
合
併
会
社
北
九
州
市
若
松
区
）

昭和 48年
（1973年）

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
世
界
の
石
油
資
源
開
発
が
活
発
化
。

石
油
掘
削
機
器
製
造
事
業
拡
大
。

昭和 39年
（1964年）

新
星
有
限
会
社
設
立
。（
ゴ
ル
フ
練
習
場
、貸
ビ
ル
事
業
）

昭和 32年
（1957年）

ア
メ
リ
カ
石
油
協
会（A

.P.I.

）認
定
工
場
と
な
る
。

昭和 28年
（1953年）

石
油
掘
削
機
器
の
製
造
を
開
始
。

戦中戦後

戦
中
は
軍
指
定
工
場
と
な
り
、

戦
後
は
各
種
産
業
用
機
械
を
製
造
。

昭和 14年
（1939年）

江
戸
川
工
場（
江
戸
川
区
東
葛
西
）建
設
。

昭和 12年
（1937年）

本
所
江
東
橋
に
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
本
社
ビ
ル
建
設
。

昭和 10年
（1935年）

新
井
覚
太
郎

　株
式
会
社
設
立
。

緒
戦
時
ま
で
化
学
機
械
及
び
水
圧
機
を
製
造
。

久
次
郎

　鉄
工
所
経
営
の
傍
ら
、温
泉
井
戸
掘
削
事
業
開
業
。

久
次
郎
の
妻（
き
く
）東
京
四
谷
で
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
、安
房
天
津
で
旅
館
業
を
開
業
。

大正年間 明治 36年
（1903年）

新
井
久
次
郎

東
京
・
本
所（
現
本
社
所
在
地
）で
新
井
鉄
工
所
を
創
業
。

昭和昭和 明治・大正明治・大正平成平成令和令和

Bcp

事業の継続を支援します。

浸水・断水リスクに備えた高所対応

江戸川区のハザードマップを参考に、キュービクル・発電機・受水槽
の高さを浸水高さよりも高い位置に配置します。また、受水槽は想
定人員の3日分の水量を確保しています。

基礎構造は、GL-45m付近の砂層を支持層とす
る杭基礎とします。厳しい品質管理の工場で製
造される高支持力の既製杭を採用します。

スーパー堤防計画

非常用発電

隣接する旧江戸川沿いにおける、スーパー堤
防計画に参画し、周辺地域の水害対策へ寄
与します。

≒
45
ｍ

杭

支持層

建　物

杭基礎イメージ

立体イメージ

▽GL

キュービクル
▽T.P. 3.8（キュービクル設置高さ）

▽T.P. 3.3（高潮浸水時想定高さ）

2,0
00

1,5
00

50
0

60
0 2,0
00

1,5
00

▽GL

2,0
00

60
0

▽T.P. 1.8（計画地盤高さ）

▽T.P. 2.4（荒川氾濫時想定高さ）
▽1FL=T.P.3.0

※

設備機器配置図

下りランプ

設備スペース
リサイクル・
ゴミ置き場

駐車場
（60台）

消火栓
ポンプ室

備蓄
倉庫

清掃員
控室

野外便所

イメージパース

災害による停電時、72時間電源を供給可能
とします。

警備員、設備管理員が24時間、365日常駐します。
有事の際に迅速な対応を可能とします。

72h
給電

※このパンフレットに記載されている図面は数値と実際の建物とが異なる可能性がございます。
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